
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２   月 行 事 予 定 

日 曜 予定 日 曜 予定 

1 木 安全指導 西東京市いじめ防止強化月間始  15 木  

2 金 午前授業 16 金 避難訓練 地区子ども会 

3 土  17 土  

4 日  18 日  

5 月 委員会 19 月 読み聞かせ クラブ(３年見学) 

6 火  20 火  

7 水  21 水 午前授業 クラブ発表集会 

8 木  22 木 6 年生を送る会 なかよし給食 

9 金 新１年生説明会 23 金 二分の一成人式 4 年 

10 土  24 土 吹奏楽部定期演奏会 

11 日 建国記念の日 25 日  

12 月 振替休日 26 月 クラブ(最終) 

13 火 東京都公立学校美術展覧会(２/18 まで) 27 火  

14 水 方面別下校 28 水  

２月の生活目標 
 

寒さに負けない生活をしよう 
   

２月号 

平成３０年１月３１日 

西東京市立碧山小学校 

『努力』                       校長 小林 克彦 

 先月の 22日(月)には、東京でも雪が降り、西東京市でも 30㎝近く積もりました。寒い季節で

すが、隣の大韓民国(韓国)で２月９日(金)から平昌オリンピックが開催されます。また、パラリ

ンピックも３月９日(金)から開催されます。時差がないので、競技スケジュール通りに観戦する

ことができます。日本からも多くの選手が出場し、たくさんの感動を与えてくれることでしょう。

出場する夢があっても、努力なくして叶うものではありません。サッカーの長友佑都選手は次の

ようなことを言っています。 

『努力したことで、得られるものは本当にたくさんある。努力の結果はピッチの上だけに現れ

るものじゃない。例えば、努力する過程での人との出会いも成果の一つ。他人から見れば、気が

付かないような小さなことであっても、｢成長できている｣｢よくやった｣と感じること、ちっちゃ

な幸せを積み重ねていくことが大切なんだ。』 

努力して結果が出ると、自信になります。努力せず結果が出ると、おごりになります。努力せ

ず結果もでないと、後悔が残ります。しかし、努力して結果が出ないとしても、経験が残ります。 

努力とは、目的のために力を尽くして励むことです。楽しいことに没頭している時は、努力して

いるという意識はないのかもしれません。２月も全教職員一丸となって子供たちのさらなる成長

のために努力してまいります。 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

西東京市立小学校児童作品展 

 今年度の西東京市児童作品展が 1月 26日(金)

～1月 29日(月)まで南町スポーツ・文化交流セ

ンター「きらっと」で開催されました。市内全

校の図工と書写の作品が展示され、児童それぞ

れの思いや工夫あふれる作品が並びました。碧

山小学校からも個性豊かな作品が並び、すてき

な展示空間が広がっていました。毎年行われる

行事ですので、次年度以降も機会がありました

らご鑑賞いただき、作品を通して児童の思いや

発想力を感じていただければと思います。 

 

 

1月 10日(水)に席書会が行われました。1・2年生は硬筆、3～6年生は毛筆です。心地よい緊張感の中、

どの学年も大きく堂々と書き、今までの学習の成果を表すことができました。その後、23日(火)まで全校

児童の作品をホールや廊下に展示し、鑑賞しました。期間中に保護者の皆様にもご覧いただくことができ

ました。 

   

席書会・書初め展 

１年生 福笑い♪ 

 

」 

身体測定・保健指導 

今年度最後の身体計測と保健指導を行いました。保

健指導は年に２回、９月と１月の計測時間を使い毎年

実施しています。自分の体や心に興味・関心をもち、将

来にわたり自分はもちろん他者も大切にできる児童の

育成をねらいとしています。１月の計測時は、１・２年生

「感染症の予防」、３年生「姿勢（背骨）」、４年生「心のト

レーニング（アサーション）」、５・６年生「薬の使い方」に

ついての話をしました。知識を日常生活での実践に繋

げるためには、継続した指導が大切になります。ぜひ、

ご家庭でも話題にしていただけたらと思います。 

ご家庭でも話題にしていただけましたら幸いで

す。 

 

生活科の「お正月遊び・昔遊びをしよう」の学習で福笑いを作りました。福笑いの起源や由来はは

っきりとはしていませんが、出来上がった物や、作っている最中の物を見てみんなで笑い合うことか

ら「笑う門には福来る」ということわざのように新年の福を願うために、お正月に遊ぶようになった

のではないかと言われています。まず、おかめかひょっとこのどちらを作るかを決め、画用紙で顔や

目、鼻などのパーツを作っていきます。ひょっとこの手ぬぐいの柄を考えたり、おかめさんの丸い頬

を描いたりするなど子供たちはそれぞれ工夫して作っていました。土曜日の学校公開では、友達と保

護者とみんなで遊んで楽しい時間を過ごしました。 


